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日野によれば.5分後K湾口付近で18 0～1 2 0 m程度，湾奥では0cm前
後， 10分後には湾口で 10 0 m程度，湾央では 10 cm 以下， 20分後Kは湾


























？と耐君主主をくみこんだ計画）の進捗率は旧江戸川 78 of,，新中川 完成，中川
























番号！ モデル台風 モデJレ経路 湾内最高！横浜 築cm地再1 一m葉cm αn 
1 キテイ台風 169 70 165 109 
2 ’F 192 7 1 1 50 l 4 1 
3 ， 171 54 85 135 
4 大正 6年台風 265 お8 1 5 2 205 
5 ， 22 7 88 144 204 
6 " 226 95 1 81 172 
7 伊勢湾台風 302 86 1 7 8 2 6 7 
8 ， 274 78 131 224 
9 ， 2 51 1 0 9 210 199 
10 ， 274 101 147 20 2 
長
表 I-2 東京Kなける最大気象値の推定（石原）
? ? ? ?
台風のコース ｜最大値 ！ 
東京の西側をヰ時（台風の接近距離75～lOOKm)ISSE 39m/s I 
北東進（ " )!SSW 39m/s I 
東北東進（ " )IS W 39m/s 1 
ーを北進（台風の接近距離1.7函アー｜論議結抗の風ト
北進（ " 1 0 OKm ) I 2 3 9cm 
北東進（ " 7 5Km ) I 2 2 6cm 
北東進（ 。 1 0 OKm ) I 2 2 Ocm 
台風が北進 （中心東京通過） ・1前線の7まいとき
北東進 ( II ) I ( 190胃肌／15h
東北東進 ( II ) L ! 
北東進 ( II ) ｜＼｜前線のあるとき










































部と農村部でζと左るが，東京低地の例では， 1. 8 0 0 m/hないし2Km/h 
と考えて江戸川地区の被害想定をすればよいであろうし，江東地区では 1,000 






のなかで，伊勢湾台風クラスの台風がキテイ台風（ 1 9 4 9年 8月）のコース
をとった場合について，破堤口を荒川放水路河口端と辰巳水門わきを選び，破
堤幅を20 0 m程度と考え，上陸高潮の運動を計算によって求めているの ζの
結果，防潮堤破堤の場合には約10時間で北十間川と旧中川を結ぶ線まで満水
するという。毎時 80 0～1,0 0 0 m程度で，上記の値よ担小さい。
とのちがいは．有賀の計算では l・O時間も高潮が絞慨すると考えているのに












と左るが，石原（ 1 9 6 8年）によれば，表・I-3，表 I-4の強い雨が確率
的vc求められる。すでに中野が東京都防災会議の資料「東京都になける中小河
)'Ii巴らんの水害想定に関する調査報告書」（ 1 9 G 8年）で明らかにしたよう
に，現在の東京都内の中小河川は1時間雨‘量20ミリ程度のものが2時間ほど
表 I 3 東京lてなける 24 時nHm~1！：の再現其iJll~f！直（棚／日）
1ぐー ～ー イー古語扇子一一τーi 向付 l一 ：つ
種別～～～～ I 1 U十 j ム［-'fぺ 30年 I50年 i1 0咋 i
A（開店訟を）11 9 2 r 2 4川 26け29リ32 8 
B （~）武時の雨をのぞ）＂［ 1osl 120 i 12sl i3s¥ 151 
0 ( ~~~~ ~ ず性降雨）｜ 155 I 1so I 1'951 2141240 
（悔雨期（ 6 ' 7月
の雨につ )I 122 I 145 i 160 I 110 I 200 
E. C！昨日量のデ）｜ I I 2001 2311290 
表I-4 東京fL:l託ける 1時間雨量の再現期間値（棚／時rHJ)
！：~~理士竺！＿＿［~竺｜ 3昨 l5昨 i1 o o年
I A （台風の雨もふくむ）！ 5 6 I 6 2 651 681 72 
c （うす性降雨をのぞく）｜ 5 o I 5 4 5 6 5 8 I 6 2 
































河川名 延長 Km 己免修不易挺長Kml改修済延長h 未改修延長 Km
石神井 ）｜ 2 5.2 0.6 5.1 1 9.5 
善福寺川 1 0.4 9.9 0.5 
妙正寺川 9.9 8. 6 1. 3 
ネ申 田 Jl 2 5. 5 1 6.2 9. 3 
野 Jl 2 0.2 2.0 1 2.9 5. 3 
イ山 Jl 2 0.9 7. 6 8.0 5.3 
呑 ）｜ 1 4. 4 6. 7 7. 6 0.1 
表I-6 低地河川｜の施設達成率
























1 1. 0 3 
3.6 8 。
1 9. 7 5 5 6 
2 3.5 0 
1 9許可）｜














地盤沈下の大きいとの低地帯では維持天端高を，天体潮位（ 2.1 m ) ＋偏差
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S =a .Q0 ・（2)
を採用した。ことに， S：貯留量， I：流入量（流域に対する面積雨量の降








番号 生起年月日 Cm3/sec) 流出率 (n＝括）Cm-sec!¥i位）
No. 1 s 3 3.9.1 7 9 7. 4 0. 4 5 5 x 1 0 4 
No. 2 s 3 3. 9.2 6 1 9 7.0 0.6 1 6×1 o4 
No. 3 s 3 6.1 0.1 0 1 1 2. 5 0.4 0 s x 1 o4 
NO. 4 s .( 0. 8.21 1 5 7. 9 0. 4 8 6. x 1 o4 
No. 5 s 4 0. 8.2 2 9 LO 0.4 2 7×1 0 4 
目黒川一千歳橋流域面積 2 7.5 Knf 
洪水 生起年月日 ピーク流量 流出窓 (2武の a番号 ( m'/ sec) ( n#2) 
N0.1 s 4 1. 6.2 8 1 0 2. 0. 5 4 4 x 1 o4 
NO. 2 s 4 1.9.2 4 6 0 0.4 3 4 xi o4 
NO. 3 s 4 21 0.2 7 5 7. 0.4 4 4 ノく 1 0 4 
MO. 4 s 4 4. 82 3 5 5. 4 0.6 0 4 x 1 o4 
石神井川一根村橋流域面積 48.0 Km2 
洪水 生起年月日 ピーク流士t 流出率 (2武の a番号 (rd/sec) ( n ＝弘）
No.1 s 'j l. 62 7 5 3. 0.4 7 6 x 1 0 4 




































































中するから，その時計画高水量20 0 rrf/s を越える総流量は流出率0.6の時
130m'/s を越えた総流量12 0万トンの 3/2 す友わち 18 0万ト刈て達
する乙とになり，これを有効7J保 1mの調節池で減節しようとすれば調節池の








者E 市 名 最大（月棚降）水量 水面積の割合 i（必）
｜東 尽 2 2 0 3.9 
ロ ヱノ ド ヱノ 6 4 2. 7 
J，、－ リ 6 2 4.9 
J、－、 Jレ 二〆 8 0 6.3 
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